
令和元年度一般高齢者実態調査への御意見等について

No. 委員名 御意見等内容 回答内容

1

【敬老会についての質問部分】
問２８開催方法について、「４　敬老会自体を廃止し、子育て支
援等ほかの事業を優先すべき」、問３０「３　予算を縮小し、子
育て支援等ほかの事業を充実すべき」「４　敬老祝金自体を廃止
し、子育て支援など他の事業を充実すべき」とあるが、子育て支
援の言葉を入れるのはぜ？

高齢者以外の若い世代の方々が必要としている事業等に使ってほ
しいということをイメージした選択肢であり、その一例として子
育て支援というのを明記しました。

2
【自身と家族のことについて】
問２家族構成について、「３　高齢者（６５歳以上）以外の家族
とも同居」で問３に進むのですが、問３の質問が？

問２家族構成についての、選択肢「３」の→問３へを削除しまし
た。

3

【自身と家族のことについて】
問２家族構成について、「３　高齢者（６５歳以上）以外の家族
とも同居」と答えた人が、同居している人を選べるようにしたら
どうか。例えば、子ども夫婦、孫（　人）、ひ孫、おい、めい
等。

高齢者（６５歳以上）以外の家族は、高齢者のみ世帯以外の方を
把握するための選択肢であることから、同居家族の把握までは想
定しておりません。

4
外出の状況等についての項目では、免許証の返納についての高齢
者の考え方について質問を入れても良いかと思いました。

運転免許証の質問については、自身が返納を考えているか、返納
時期、返納後の交通手段等、質問項目内容をセーフコミュニティ
課とも調整し、新たに質問項目を加えました。

5
高齢者健康長寿サポート事業については、７５歳以上でないと、
路線バス、タクシーに使えないのは不便という声がよく聴かれま
すが、質問項目に追加してはどうでしょうか。

御提案の中にある御意見等については、◆３で回答があるものと
考えております。

6

問３の当該事項５に「手紙や電話の交流・・・」とあるが、現状
を踏まえれば、「メールあるいはSNS（注釈が必要）等」の文言を
追加してはと思います。私も高齢者ですが、子供とのやり取り等
は、LINEやSMSが多いので、その他の自由記載欄はありますが、選
択項目として１項目設けても良いかと思います。

「５　ほとんど会わないが、手紙や電話の交流はある」という質
問を「５　ほとんど会わないが、電話やメールなどでの交流はあ
る」に変更しました。

7

問８は、大項目を起こして「フレイル」という言葉を知っている
かどうかの設問であるが、知っているからどうなのか、知らない
からどうかということがないので、言葉を知っているかを把握す
れば良い設問なのでしょうか。例えば、知っている人にはフレイ
ルの基準的なものを示して、何らかの対応をしているかなど、把
握する設問があっても良いかと思います。フレイルについての具
体的な基準があれば、分かりやすいのでは。

問８については、「フレイル」という言葉と概念の認知度を把握
し、今後の啓発等を検討する材料とすることを目的とした設問で
あることから、現状のまま実施させていただきます。
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8
問１７の当該事項、「４　辞めたくても仕事を辞められない」理
由には、次の設問の「１　生活費を得るため」ということに該当
する人もいるのではないでしょうか。

問１７「今後、仕事を続けたい（したい）と思いますか。」に対
する回答４についても、→次欄◆へを追加しました。

9

問２６からの「敬老会への参加」という定義が、はっきりしてい
ないと思います。毎年私も地域の敬老会の手伝いをしております
が、会場まで来て、記念品だけをもらって帰る人が多くいます。
また、家族が取りに来る人も多いです。ここでいう参加という言
葉をどう捉えるかによって、今後のあり方も変わってくると思い
ます。

「敬老会への参加」を明確にするため、問２６の選択肢を見直す
とともに、問２７については、「敬老会に参加したいと思います
か」といった設問を「敬老会の式典等に参加したいと思います
か」に変更しました。

10
アンケート項目の背景は薄緑ですが、少し読みづらいような感じ
がいたしました。囲いが示されているので、背景は白のままでも
よいのではないでしょうか？

アンケートを送付する際には、文字をゴシック体に変更し、白黒
印刷で対応いたしました。

11
アンケート内容については、特に意見はありませんが、やや項目
が多いような印象のみを受けました。

社会情勢の変化等に対応して、本市高齢者の実態把握が必要なこ
とから、御協力をお願いしてまいりたいと考えております。

12
問２－３高齢者以外の家族とも同居　問３へ　子どもとは日頃ど
の程度交流がありますか。家族とは、子どもたちとはかぎらない
のではないですか。

少子高齢化、核家族化が進む中で、親子の交流状況を把握するた
めの設問であることから、現状のまま統一させていただきます。

13
問１９の聞いてみたいこととして、自動車を自分で運転する人は
免許証の返還時期をどのように考えているのか、また、返還する
ことに対してどのようなことを不安に感じているか。

ＮＯ．４と同じ

14
質問内容とは違いますが、質問内容を茶色に明朝体は読みにくい
ように感じました。ゴシック体のほうが、見やすさがあるのでは
ないでしょうか。

ＮＯ．１０と同じ
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